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高度処理

日本と諸外国の高度処理の普及状況

神田川の水質の経年変化

高度処理とは、窒素やリンといった富栄養化の原因物質等を多量かつ確実に除去できる高度な処理方法のこと

特に三大湾や湖沼などの閉鎖性水域や水道水源域等では、高度処理の推進が急務

整備目標 環境基準達成のための高度処理人口普及率：13%(H16)→17%(H19)

高度処理の導入により環境基準の遵守が可能に

環境基準達成率

河川水質の改善とともに
復活した花火大会（隅田川）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

COD 窒素 燐

濃
度
(m
g/
 L
)

通常処理 高度処理 超高度処理(開発中)

高度処理の処理水質

三大湾、湖沼は横ばい
公
共
用
水
域
に
お
け
る
環
境
基
準
達
成
率
（
％
）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

49 51 53 55 57 59 61 63 2 4 6 8 10 12 14

河川（BOD）

三大湾（COD）

湖沼（COD）

81 80
88

30 34
27

13.2

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

日本
2004

スウェーデン
2000

オランダ
2000

ドイツ
2001

カナダ
1999

アメリカ
1996

イギリス
2000

普
及
率

（
％

）

処理人口普及率

高度処理人口普及率

68.1

86

98

95

74 71

97


